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パネルディスカッション
進め方• 進め方

– これから10年、20年とSPI活動を継続するためのポイントを、コーポレートの立場とカンパニー
の立場に分かれて、お互いに意見を出し合いながら議論する

パネリ ト• パネリスト

– カンパニー

• 村上 雅俊（（株）東芝 デジタルプロダクト＆サービス社）

• 岸 利至（（株）東芝 セミコンダクター＆ストレージ社）

• 緒方 勝（（株）東芝 社会システムインフラ社）

• 平原 嘉幸（東芝テック（株））平原 嘉幸（東芝テック（株））

• 北村 秀生（東芝システムインフォメーションシステムズ（株））

– コーポレート

• 藤巻 昇（（株）東芝 ソフトウェア技術センター）• 藤巻 昇（（株）東芝 ソフトウェア技術センタ ）

• 議論の内容

– テーマ1（各5分、計25分）：各カンパニーにおけるSPI活動

各カンパニ で開発している製品概要 SPI活動の特徴 今までの成果と課題 ポレ ト の要求や苦情• 各カンパニーで開発している製品概要、SPI活動の特徴、今までの成果と課題、コーポレートへの要求や苦情

– テーマ2（10分）：コーポレートの立場から

• コーポレートの立場から各カンパニーにチャレンジしたいこと、コーポレート側でチャレンジしなければいけないこと

– テーマ3（10分）：SPI活動を継続するために
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– テ マ3（10分）：SPI活動を継続するために

• 各パネリストから、20年先もSPI活動が継続しているための提言



活動内容：ツールチェーンでソフトウェア開発の効率化

2000年5月 部門ＳＥＰＧ発足

• 保守ＪＯＢでSW-CMM L2を目指し活動開始。リーダー＋メンバ３名でスタート
• 構成管理ＫＰＡを担当。ツール技術を活用し、 CVS、PRISMY、MSPの推進展開も

担当。

2003年11月 SW-CMM L2を達成

担 。

• 保守（機能拡張）プロジェクトに限定して、SW-CMM L2を確認（アセスメントチームメ
ンバ）

SW CMM L3を目指しプロセスデ タベ スの開発企画を担当

全体最適全体最適

情報の首尾一貫性情報の首尾一貫性

相乗効果相乗効果
2004年10月 CMMI L3を断念

• 新規プロジェクトへの横展開ならびにCMMI L3を目指す。

• しかし、新規プロジェクトへ手厚いサポートに力が出せず、プロセス定義も後
手に回り

• SW-CMM L3を目指しプロセスデータベースの開発企画を担当
相乗効果相乗効果

チーム間協働チーム間協働

2005年6月 SEPGメンバ解散

手に回り…。

• それまで手厚くサポートしていた、保守物件に自立を促すがつまづく….。
• 方針転換し「当期のL3は断念するも効果が期待できる改善を続ける」ことにな

る。
• 改善対象部門以外のプロジェクトに問題発生。SEPGメンバがプロジェクトオフィスへ配置

要求管理ツール
要求駆動型開発

今後の課題

改善対象部門以外のプロジェクトに問題発生。SEPGメンバがプロジェクトオフィス 配置
転換。

• 研究「CMMによるSPI活動」の凍結。

2006年3月 現職復帰

モデリングツール
要求駆動型開発

それぞれのツールの情報がチェーン（鎖）のようそれぞれのツールの情報がチェーン（鎖）のよう
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につながり、相乗効果を発揮していく。につながり、相乗効果を発揮していく。



コーポレートSEPGへの要求と苦情

要求
ツ ルの提供が嬉しい→継続ツールの提供が嬉しい→継続

SPIコミュニティの形成ありがたい→継続

経営層との合意形成ありがたい 継続経営層との合意形成ありがたい→継続

ToshibaEngineeringDocument布教活動→強化

関係 ジ グ会社 巻き 強関係エンジニアリング会社の巻き込み→強化

エンジニア同士の触発（交流）→強化

苦情

カンパニーＳＥＰＧへのサポート

情報発信と情報交流
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今後20年先でもSPI活動を継続するために

ＳＰＩ人財の育成

– いつの間にか、みんないい年齢同じ顔

– エンジニアからのキャリアパス

３現主義

– 現場、現物、現実を忘れない

– 「ソフトウェア開発プロセス屋さんは、机上の空論を述べるものだと思っ
ていた と言われないていた。」と言われない

ソフトウェア開発力、創造力
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